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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月18日(2017.10.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　潜在的に干渉する近隣基地局からのネットワーク支援干渉消去（ＮＡＩＣ）情報を受信
することと、
　前記ＮＡＩＣ情報を使用してサービング基地局からの信号を処理する際に干渉消去また
は抑圧を行うことと
　を備え、
　前記ＮＡＩＣ情報を受信することが、前記近隣基地局の拡張物理ダウンリンク制御チャ
ネル（ｅＰＤＣＣＨ）を復号することを備えることを特徴とする、
　方法。
【請求項２】
　前記ｅＰＤＣＣＨを復号することは、速度整合を備え、ここにおいて前記速度整合は、
前記ｅＰＤＣＣＨに関連付けられるＲＮＴＩ、前記ｅＰＤＣＣＨを含むｅＰＤＣＣＨセッ
トにマッピングされる速度整合情報、またはｅＰＤＣＣＨセット内のｅＰＤＣＣＨ復号候
補のうちの少なくとも１つに依存する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＥは同じｅＰＤＣＣＨ復号候補に対して２つ以上の速度整合可能性で構成される
、または
　前記ＵＥは１つのセルのための１つまたは複数のｅＰＤＣＣＨ復号候補に対して第１の
速度整合構成を使用し、他のセルのための１つまたは複数の他のｅＰＤＣＣＨ復号候補に
対して第２の速度整合構成を使用するように構成される
　のうちの少なくとも１つである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ｅＰＤＣＣＨにペイロードとして含まれるセルＩＤ、
　複数のセルＩＤに対する複数のｅＰＤＣＣＨセットのマッピング、または
　複数のセルＩＤに対するｅＰＤＣＣＨ速度整合のマッピング
　のうちの少なくとも１つにより近隣セルの同一性を決定することをさらに備える、請求
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項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記近隣基地局に対するクアジコロケーション情報をチャネル状態情報基準信号（ＣＳ
Ｉ－ＲＳ）のシグナルされたセットに基づいて決定することをさらに備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　新グループキャストＲＮＴＩを持つ前記ｅＰＤＣＣＨの開始シンボルを、
　近隣セルからのＰＣＦＩＣＨを復号すること、
　前記ｅＰＤＣＣＨの前記開始シンボルを半静的にシグナリングすること、または
　前記ｅＰＤＣＣＨの固定された位置、
　のうちの少なくとも１つに基づいて決定することをさらに備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
　ＮＡＩＣ情報を運ぶグループキャストＲＮＴＩを持つ前記ｅＰＤＣＣＨは同一セルから
の他のｅＰＤＣＣＨ送信と同じ開始シンボルを持つことを必要としない、請求項７に記載
の方法。
【請求項８】
　前記ＮＡＩＣ情報は、
　１つまたは複数のサブフレームにおける動的シグナリング、
　何らかの周期性を持つ動的シグナリング、または
　半永続的スケジューリング（ＳＰＳ）、
　で受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ＮＡＩＣ情報を運ぶ１つまたは複数の近隣基地局の検出、またはどのセル干渉が消去さ
れるかのうちの少なくとも１つに関するフィードバックを提供することをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ＮＡＩＣ情報を運ぶ１つまたは複数の近隣基地局の検出に関するフィードバックを提供
することは、１つまたは複数の近隣セルからのＮＡＩＣ情報を運ぶ拡張物理ダウンリンク
制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）を検出することを備え、ここにおいて、前記ｅＰＤＣＣＨ
は、固定のアグリゲーションレベルを使用して送られる、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記フィードバックは、ロングタームフィードバックまたはショートタームフィードバ
ックであって、フィードバックを提供することは、消去の有無についての差分チャネル状
態情報を報告することを備え、ここにおいて、どのセル干渉が消去されるかのフィードバ
ックを提供することは、どのセル干渉が消去されるかのロングタームフィードバックまた
はショートタームフィードバックを提供することを備える、または、どのセル干渉が消去
されるかのフィードバックを提供することは、１つまたは複数の基地局によって割り当て
られた干渉管理リソース（ＩＭＲ）に基づくフィードバックを提供することを備える、請
求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　潜在的に干渉する近隣基地局からのネットワーク支援干渉消去（ＮＡＩＣ）情報を第１
のキャリア上で受信すること、ここにおいて前記ＮＡＩＣ情報は第２のキャリアに関連す
る、
　を備える、請求項１に記載の請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　ネットワーク支援干渉消去（ＮＡＩＣ）情報を使用して干渉消去または抑圧を行うため
のＵＥ能力の指標を提供すること、
　を備える、請求項１に記載の請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
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　前記ＵＥは、キャリアアグリゲーションがイネーブルされるかどうか、採用された変調
スキーム、ダウンリンク割り当てのランク、またはＣｏＭＰセットサイズのうちの少なく
とも１つに基づいて、前記ＮＡＩＣ情報を使用する干渉消去または抑圧をサポートする際
に１つまたは複数の処理技法を利用することを、何らかの方式で、制約され、
　ここにおいて、前記制約は、キャリアアグリゲーションがイネーブルされる場合に、コ
ンポーネントキャリアのサブセット上でＮＡＩＣをサポートすることを備える、請求項１
３に記載の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、請求項１～請求項１４のうちのいずれか一項に
記載の方法を行うように構成される受信機を備える、装置。
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